












雅 主書と主寺し亘氏 名 田
博士の専攻分野の名称 博 士 (工 学)
学位記番号 第 10506 τEヨコ
学位授与年月日 平成 5 年 2 月 1 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 2 項該当
学位論文名 硫酸塩結晶における放射線感受性の発現機構に関する研究
論文審査委員 教(主査授) 足立吟也
教授米山 宏 教授城田靖彦 教授野村正勝



















れらを希土類硫酸塩で付活した各試料について， X線照射に伴う ESR 特性を調べ，熱蛍光，フォトルミネッセンス
ガス吸着の各特性と照合することから，放射線に対する感受性の発現機構を検討している O その検討結果に基づいて，
3価で安定な希土類イオンで付活したグラセライト試料は現在放射線の量のモニタリングに用いられているアラニン
を利用したESR 線量計用素子よりも 10倍余り高感度で，さらにフェーディングも 1年間で1%以下であり，実用性のあ
司、
U
F同U
ることが示されている。
第6章ではこれまでに得られた研究成果を総括している。
論文審査の結果の要旨
本論文は，微量の放射線の量をモニタリングできる高感度な放射線線量計用素子の開発のために，二成分硫酸塩結
晶における放射線感受性の発現機構を研究した成果をまとめたもので，それを要約するとつぎの通りである。
(1) 金属硫酸塩結晶における放射線感受性の発現は，各種欠陥に隣接した硫酸イオンが陽イオンとの結合バランス
を崩し，放射線照射時にホールトラップ作用を示して各種のアニオンラジカルとなることに起因することを明らか
にしている。
(2) 生成するアニオンラジカルは ESR線量法で利用できるものと熱蛍光線量法で利用できるものがそれぞれ異なる
ことを明らかにするとともに，それらのラジカルの種類および生成量は付活剤として用いた希土類イオンの性質に
より制御できることも明らかにしている。
(3) 上述の金属硫酸塩結晶における放射線感受性の発現機構に基づいて調製した試料は，高感度な ESR線量計用素
子として十分実用性のあることを確認している。
以上のように，本論文は放射線線量計用素子の高性能化について実用上有用な多くの指針を与えており，とくに，
低線量の放射線防護に対する貢献が大きい。よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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